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一般社団法人日本出版取次協会 第 71 回定時総会を開催 
 
 一般社団法人日本出版取次協会は、5 月 17 日に出版クラブ会議室において第 71 回定時

総会を開催し、令和 4 年度事業報告、収支決算が承認された。引き続き任期満了に伴う役員

改選を行い、下記の方々が就任した。 
その後、近藤会長より「今後、物流のいわゆる 2024 年問題が視野に入るが、これまでの

議論をさらに深め、的確に対応したい。持続可能な出版流通の実現には、取協単独でなく関

係諸団体との連携が不可欠。各方面との連携を進め、皆さんとともに業界の課題解決のため

力を尽くしたい」との挨拶があり、定時総会を終了した。 
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2023 年度取協推進・重点テーマ(要旨) 
□持続可能な出版流通構造の改革 

出版物業量減少・法令強化・人材確保・社会全体の取り組みとして SDGs が関心を高

めていることを受けて、環境の変化に対応した今後の安定的な出版物輸配送、効率的な

出版流通ネットワーク、出版業界のサプライチェーンの在り方、2024 年問題を中心に

流通改革の推進を継続して行う。 

 

◇テーマ 

 

1.2024 年問題の対策検討 

輸送会社へのヒアリングを実施。内容を受けて対策の早期立案を行ない、関連団体と

の調整を図る。 

① リードタイムの緩和 

② 配送ルールの変更 

 

2.雑協合同 PT の取組強化 

 2024 年問題を中心に、両団体で商品の鮮度と売上を最大限に考え、そのうえで流通

面に配慮した効果的な輸送計画、業量平準化などを引き続き検討していく。 

① 2024 年度年間発売日カレンダーの策定～完全土休配の日数増～ 

② 雑誌ジャンル移動を中心とした業量平準化 

 

□出版関連団体との連携強化 

 

1.JPO 

①JPRO 雑誌データ連携の研究 

・定期雑誌のデータ連携に必要な登録項目の検討 

②新出版ネットワークサービス利活用の研究 

・IP 化の対応 

・利活用の検討 

 

2.JPIC 

①業界課題解決に向けた取り組み―特別・専門委員会― 

・BOOK MEETS NEXT との連携～取協「読み聞かせ会」継続開催～ 

・街の本屋さんを元気にして、日本の文化を守る議員連盟関係の協力 

②上野の森親子ブックフェスタ協力 


